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に閉じ込めた金属内包フラーレンは，1991 年に Smalley らによってその合成と抽出が報告された。このとき，
すす中には La@Cn（n = 60，74，82）が存在していることが質量スペクトルにより確認されたものの，有機
溶媒中へは La@C82 のみしか抽出されなかった。その後，La@C82 を中心に金属内包フラーレン化学が展開
する一方で，現在に至るまで La@Cn（n = 60，72，74）の抽出・単離例はなく，missing metallofullerene と呼
ばれている。本研究では，これら missing metallofullerene （La@C72，La@C74，La@C80）の構造と物性に着目し，
誘導化による抽出法を開拓するとともに，それらの構造決定や物性を解明した。
金属内包フラーレン La2@Cn（n = 72，78）の構造と化学反応性の検討
　金属内包フラーレンは，1991 年に報告された La 内包フラーレンの大量合成と有機溶媒中への抽出の報告


















用いて N@C60 の電子スピンを高速に制御できる可能性を示しており，N@C60 を用いた量子コンピューター
の実現に向けて有用な知見を与えるものである。
フラーレン C60 への含硫黄ヘテロ環状カルベンの導入













が期待されている。本研究は，有機溶媒中への抽出が困難な Missing metallofullerene の抽出法の開拓とそれ
らの構造と物性を明らかにするとともに，構造決定が未だに行われていない La2@C72 や La2@C78 の構造と物
性の解明や量子コンピューターを構築する量子ビットとして期待されている N@C60 の光物性の解明，フラー
レンの新規誘導化法の開発を行った。これらは既存の内包フラーレン化学の発展に寄与しただけでなく，幻
の金属内包フラーレンという新たな研究領域を切り開き，新規炭素クラスターの化学分野において高く評価
されるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
